
調 査 対 象

１．高校合同文化祭 　　　　　　　　 　　　　　　　　

２．まちかどライブクリエイション

調 査 機 関

八尾市芸術文化振興審議会委員６人

やおうえるかむコモンズ推進会議事務局（八尾市文化・スポーツ振興課）

調　査　会　場

及　び

調　査　時　期

・11月9日（土）～14（木）

・11月10日（日）

・11月16日（土）

・11月17日（日）

・11月１日（金）～30日（土）

・プリズムホール

・アリオ八尾光町スクエア

・シルキーホール

・八尾おゆば

・オンライン展覧会（HUAHUA）

・9月14日（土）、10月13日（日）

・10月13日（日）

・10月27日（日）

・11月3日（日）、4日（月・祝）

・11月4日（月・祝）

・11月10日（日）

・11月17日（日）

・11月17日（日）

・11月23日（土）、24日（日）

・11月24日（日）

・11月24日（日）

・12月8日（日）

・12月8日（日）

・11月1日（金）～30日（土）

・ナイトマーケットwith芸術文化音楽祭（新田ゼラチン　グラウンド）

・ダンサー・イン・レジデンス八尾「ふうりん劇場」（TOMOI R&D）

・ひらいマルシェ（平井製作所）

・エシカルフェスタwith芸術文化音楽祭（新田ゼラチン　グラウンド）

・きんやおマルシェ（近鉄八尾駅前噴水広場）

・かやふりフェスタ（萱振御坊　恵光寺）

・八尾おゆば

・つながるなかまinフェスタ（地域共生空間つながり）

・まちかどライブクリエイション×茶吉庵の秋まつり（茶吉庵）

・SANKARA Marche～10歳若返り・美と健康～（Cafe SANKARA）

・愉快な仲間のサロンコンサート（TSUTAYAリノアス八尾店）

・きんやおマルシェ（近鉄八尾駅前噴水広場）

・ヘアアクセサリーワークショップ（TSUTAYAリノアス八尾店）

・オンライン展覧会（HUAHUA）

令和６年度やおうえるかむコモンズ推進会議

主催または共催事業

事業視察アンケート集計結果
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Q１．参加イベント

３人 １人

１人 ３人

０人 １人

０人 ２人

２人 ３人

２人

０人

０人

４人

２人

０人

３人

２人

２人

Q２．イベントの満足度

３人

２人

０人

１人

０人

ひらいマルシェ

ダンサー・イン・レジデンス八尾「ふうりん劇場」

ナイトマーケットwith芸術文化音楽祭

まちかどライブクリエイション高校合同文化祭

プリズムホール

アリオ八尾光町スクエア

シルキーホール

八尾おゆば

カテゴリ

きんやおマルシェ（11/4）

かやふりフェスタ

八尾おゆば

つながるなかまinフェスタ

まちかどライブクリエイション×茶吉庵の秋まつり

愉快な仲間のサロンコンサート

SANKARA Marche～10歳若返り・美と健康～

ヘアアクセサリーワークショップ

きんやおマルシェ（12/8）

エシカルフェスタwith芸術文化音楽祭

オンライン展覧会

まちかどライブクリエイション高校合同文化祭

オンライン展覧会

満足

やや満足

普通

やや不満

不満

０人

２人

０人

２人

０人



【自由記述】

Q３．イベントの良かった点や気になった点

A委員

B委員

C委員

D委員

・新しいもの/事柄との出会いは芸術文化に触れるうえでこの上ない喜び。その意味でダンサー・イン・レジデンス八尾「ふうりん劇場」は素

晴らしかった。新鮮さ・意外性は重要なポイントの一つ。その場にご近所さんや特に子どもたちが居合わせたことも、重要だった。まちなかに

「このような場」がいくつかある程度継続的にあることで、子どもの感性や創造性、社会性、好奇心など飛躍的に伸びると思う。よって、継

続の意義が大きい。またこれらの成果を可視化しておきたい。

・きんやおマルシェは、回を重ねて内容がとても充実してきていると感じた。

・サンカラマルシェは、恩智駅から離れた箇所にもお客様を誘引し、それにより知らない恩智の魅力に出会う副産物も生まれた。妖怪スタ

ンプラリーは募集から実施まで企画性が秀逸だった。アプリとの連動で人数把握もできた。マルシェの内容も多様であった。

【きんやおマルシェ（11/4）】

・噴水前に座り、体を揺らしながら音楽に身を委ねる人々の姿は、ライブ会場ならではの美しい光景でした。特に、竹内まりやさんの「元気

を出して」が奏でられた際、ある女性が「懐かしいわ」と漏らした言葉が、私の心に深く残りました。老若男女問わず、音楽が人々の心を繋

ぎ、優しい気持ちにさせてくれることを改めて実感した瞬間でした。11月4日の穏やかな日差しの中、来場者もきっと、心地よいひとときを

過ごせたことと思います。

・スタッフの配置や服装について、見直しの余地があると感じています。現在、スタッフの方々がどこにいるのか、来場者からすると分かりづら

い状況です。困ったことがあった際に、誰に声をかければ良いのか迷ってしまう方もいるかもしれません。例えば、スタッフの方が目立つ色の

服装や、スタッフバッジを着用するなど、視覚的に分かりやすい工夫をすることで、来場者は安心して声をかけることができるようになると思

います。

・イベント中の噴水周辺では、安全対策が不十分だと感じました。水が抜かれた噴水上に、子どもたちが自由に上がったり、大人たちも同

じように上がっている光景が見られ、転倒などの事故が起きかねません。来場者の安全はイベント運営において最も重要な要素です。ス

タッフの配置を増やし、危険箇所への立ち入りを制限するなど、より厳重な安全管理体制を構築する必要があると考えます。

・喫煙所とキッチンカーが隣接している配置は、衛生面だけでなく、来場者の快適性にも影響を与える可能性があります。喫煙者の煙が

食品に付着したり、料理の匂いが喫煙者に不快感を与える可能性があります。両方のエリアを明確に分離し、それぞれの利用者が快適

に過ごせるような環境づくりが求められます。例えば、キッチンカーを風向きを考慮した場所に移動したり、喫煙所を囲むように仕切りを設

置したりするなどの工夫が考えられます

【オンライン展覧会】

初めての試みということもあり、様々なデバイスで作品を楽しんでいただける新たな試みは、貴重な経験だと思います。

一方で、告知不足により、作品の認知度向上には至らなかった点が課題として挙げられます。

多様な視聴環境を用意したにも関わらず、一部の層にしか作品が届かなかったことは、今後の改善点のひとつだと思います。

継続して取り組むためには、より効果的な広報戦略を立案し、より多くの方に作品に触れていただけるよう、さらなる努力が必要だと考えま

す。

【良かった点】

・アートコーディネーター養成講座受講生が活躍しており、「コーディネーターの養成」という目標が実現していた。

・官民一体になって、各地域のリーダーがそれぞれの個性を生かしたイベントを行なっていた。いい意味の「ごちゃまぜ」感を感じた。

【気になった点】

・市民側の運営スタッフの形成の仕方。

・参加の状況：やおうえるかむコモンズ推進会議メンバー、また、ホームページに登録されている団体、個人は出演や運営の参加をしたの

かどうか。

全ての事業に言える事ですが、告知、そのイベントの周知徹底、参加者全員で拡散、に課題があると感じました。それが出来ている事業

は集客も出来ていて、開催目的を達成できていたと思いました。



E委員

F委員

Q４．本事業の今後についてのご意見やご助言

A委員

B委員

C委員

D委員

E委員

F委員

2024年のまちかどライブクリエイションの最後を飾る「きんやおマルシェ」(12月8日）に参加した。

これまでLINE上での写真や映像を拝見し、期待が高まっていたが、今回まさにライブで体験することができ、非常に充実した社会性の高

いイベントであるとの実感を持つことができた。

12月に入り、肌寒い中で、それぞれのアーティストや音楽団体が渾身のライブを繰り広げていた。

大平昌宏の演奏から聞くことができたが、キーボードを務めていた山本義則のサポートとコーディネートの大きさを感じた。

河内ウィンドオーケストラはメンバーを絞っての演奏であったが、選曲、演奏レベルともに優れたもの。30分弱の枠組みで、どのようなメリハリ

をつけて聴衆を惹きつけるかは、プロデュースする側の経験値が問われるが、フットワークの軽い団体なのであろう、会場と聴衆に合ったアレ

ンジの腕も光っていた。

午後の八尾児童合唱団では、子どもの頃からの集団での音楽活動の大切さを痛感した。保護者などの関係者の優しい眼差しに包まれ

て、けなげに歌う姿は時代を超えた感動をもたらす。年長さんが、年少さんに寄り添う姿も美しい。

東京からのゲストを招いての山本義則のライブは圧巻だった。魂の奥底から湧き上がる命の躍動で聴衆を魅了した。人柄も素晴らしく、山

本氏の人脈とプロデュース力が、まちかどライブクリエイションの質の確保と集客力の要となっていることを深く理解した。

また、TSUTAYAの中で開催されていたヘアアクセサリーのワークショップは大人気。さらにオリジナルブックカバーをデザインした近大生と、こ

のアイディアを採択したTSUTAYAのマネージャーにもお会いすることができた。コーディネーター養成講座の受講生による取り組みと聞いた

が、このような多（他）業種とのコラボレーションが比較的スムーズに実現するところに、八尾の文化的コモンズ形成のポテンシャルを感じ

た。

多様な文化芸術が一つの場所で楽しめることが素晴らしいと思った。様々な世代構成のグループが来場していたが、それぞれに文化芸術

を楽しむ時間を持っていた様子が伺えた。体験出来るイベント以外にも、会場自体が持っている文化的魅力を五感で常に感じながら、建

物の構造的にどのイベントにもアクセスしやすく散策出来る点がとても良かった。日頃の生活から離れた空間で文化芸術に触れることは、

特に子どもたちにとって良い刺激になったと思う。

・どのように継続していくかの中長期的なイメージを共有する必要がある。まずは国際芸術祭まで、とその後で。

・そのためには、やおうえるかむコモンズのパーパス（実施の意義・目的）を、具体的に言語化しておく必要がある。

・具体化のレベル感は、みんなが同じ目的を理解・イメージを共有できるレベル感で（例えば、5W1Hで整理しておくなど）。また責任区

分や役割分担、予算配分などの度合いも整理しておく。そして参加（実施）者の目的とコモンズの目的が一致しているように、など。

・上記が共有できれば、多種多様に広がる企画アイディアもコモンズに馴染むか馴染まないかが、ある程度分類できるのではと思う。

・経済的な面の整理と合意もしておけるといい。

昨年から審議委員として八尾市の事業を注視しているが、規模も市民の参加度も目に見える形で拡大していることを感じている。「高校

合同文化祭」や「まちかどライブクリエイション」等、行政の尽力のおかげで、八尾市における文化芸術に関わる人たちの裾野を広げるという

目標は、毎年一定達成されていると思う。これらを踏まえて、今後も、参加者の意識の高まりによるイベント内容の発展が目指されること

を願う。

日本の児童合唱団の特徴としてユニゾンで歌う部分が多いことは、いぜんとして課題であろう。ハーモニーの魅力と感覚を子どもの頃から身

につけるために、（指導が難しいかもしれないが）なるべく多声（４声）の作品を選ぶべきだろう。また、ライブクリエイションへの出演は無

償とのことで、現時点では「投げ銭」方式であるが、ベースとなる謝礼は確保すべきであろう。

企画から実施まで、人的パワーと予算をきちんとつけていかないと、続けることは困難になると思います。

まちかどライブクリエイション2024のオンライン展覧会が開催されているにも関わらず、イベント会場での告知が不足していると感じます。告

知を見たとしても、全員がオンライン展覧会の存在を知るとは限りません。せっかく魅力的なコンテンツが用意されているのですから、イベント

会場内にQRコードを設置するなど、来場者が気軽にアクセスできるよう、より積極的に情報を発信すべきです。これにより、来場者の興味

関心を広げ、イベント全体の満足度向上に繋がるのではないでしょうか。

・今年度の結果を踏まえて、どうネットワーク化し、どこに重点を置くのか。2028年の「八尾まちかど国際芸術祭（仮）」へ向けた現状把

握と改良点を整理・分析したらいいと思う。

・イベントの冠を「まちかどライブクリエイション」の一つにまとめた方がいい。「高校合同文化祭」はその中に入れ込むこともできるのではない

か。

・ホームページを再考した方が良い。今年度の活動を記録写真と共に掲載するなど活動報告、アーカイブ用として活用することはできると

思う。今後、八尾市内外の人がやおうえるかむコモンズの活動をチェックしようとした場合、窓口になっていくだろう。そう考えると、入力をアウ

トソーシングするか、入力しやすいシステムに改良するか、どちらか選択した方がいい。



Q５．参加者（高校生、パフォーマンス実施者、ブース出展者等）へのメッセージ

A委員

B委員

C委員

D委員

F委員

Q６．その他

A委員

B委員

D委員

今回は一ヶ所しか視察が叶わなかったので、全体の参加者へのメッセージは難しいが、日頃芸術活動を行う一人としては、「継続するこ

と」が一番難しく、価値のあることだと感じている。継続の中にこそ、発展や進歩があると思うので、ぜひ来年以降も発表・出展を続けてい

ただいて、八尾市における芸術文化様相がレベルの高いものになるよう共に歩んでいただけたら嬉しい。

高校生に関しては、高校側の理解と協力がもっと必要だと思います。大人の事業に関しては、出展者の方々も、お客様ではなく、自分事

として取り組んで頂きたいと思いました。（もちろん、それをして頂いている方々もいらっしゃいますが、まだまだ不十分だと感じました。）

お疲れ様でした。まちかどライブクリエイションは、どこの会場もたくさんの人が様々な形で関わっておられ、地域の特色が現れていたように思

いました。工場やお寺、本屋、湯屋、広場など様々な場所で芸術文化に触れる機会を作られたこと、素晴らしかったです。また、高校合

同文化祭は、発表の仕方に工夫が見られ、instagramが新たに立ち上がっている様子など、とても楽しく見ました。ありがとうございまし

た。

今回のイベントは、本当に楽しかったです！アーティストやバンドのライブでは、来場されている方が、肩を揺らしながら、盛り上がっていまし

た。各店舗で行われたワークショップも、普段できない体験ができて貴重な体験ができたと思います。またフードショップのスタッフの方々の笑

顔が印象的で、あたたかい雰囲気に包まれていたように思えます。

・みなさま、お疲れさまでした！参加している人は来場者に（大げさに言えば来場者の人生に）少なからず影響を与えていると思います

し、与え合っていると思います。

・４で一定の枠組み（具体化のレベル感）があるほうがいいと記載しましたが、一方で、緩やかにおおらかに実施するなら、パーパス（実

施の意義・目的）だけ言語化して、あとはあまり枠組みを設けず、いつでも・だれでも・どんな時でもOKという方向に振り切るのもありだと思

います（それがコモンズなので）。

今後の課題は、予算（助成金、補助金、支援金等を含む）の拡充が必要だと思います。

「やおうえるかむコモンズ推進会議」の多彩な企画は、八尾市の魅力を再発見し、地域住民同士の繋がりを深める素晴らしい機会です。

しかし、これらの魅力的な取り組みが、地域住民の皆様に十分に伝わっていない現状が課題だと思います。昨今は、町内会を通じた情

報伝達の難しさも背景にあり、より多くの方にイベントに参加していただき、共にまちづくりを盛り上げていくためには、新たな広報活動の強

化が不可欠です。

具体的には、市内のイベント情報サイトやSNSを活用した情報発信の強化、地域住民が気軽に立ち寄れる場所での情報提供、そして

他の地域イベントとの連携など、多角的なアプローチが考えられます。これらの取り組みを通じて、より多くの方々にイベントを知ってもらい、

参加を促すことで、地域全体の活性化に繋げていけるのではと感じます。


